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概要：脳波（EEG）を用いた感情認識は,感情を識別するための簡単な方法を提供できるため,近年盛

んに研究されている.この分野では,被験者に狙った感情を励起させるために動画を見せることがあ

り,この視聴には一般的に 2Dモニターが用いられる.しかし被験者の視界に動画以外のものが入るこ

とで感情励起に影響が出ることや実験条件が一定でないことが考えられる.そこで本稿では,HMD

を使用し被験者を動画に集中させ,感情励起の変化を調査するための実験システムの設計について

基礎的な検討を行う. 
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1. はじめに 

感情は,認知や行動において複雑な役割を果たしており,

日常生活での出来事に対する私たちの関わり方や解釈に

影響を与えている.感情を認識し測定できる技術は,医療,

教育,心理学,ロボット工学,マーケティング,エンターテイ

メントなどの分野の研究開発を促進できるため,非常に有

用である.さらに,この技術は,個人に感情のコントロール

を支援するツールも提供できる.しかし,心理学や感情コン

ピューティングに対する長年の関心にもかかわらず,信頼

性が高く汎用性のある感情認識技術の開発は依然として

課題となっている. 

近年,生理学的信号（心電図（ECG）,皮膚電気抵抗（GSR）,

筋電図（EMG）,呼吸数（RR）,皮膚電気活動（EDA）,脳波

（EEG）など） [1,2] と行動データ（表情画像,ボディジェ

スチャー,音声,音声信号など） [3,4] を利用した感情認識

に関する数多くの研究が行われている.行動データは感情

に関連するプロセスの有用な尺度となるが,主観的で制御

可能な性質により,偏りが生じやすい.一方,生理学的信号

は比較的自動的で制御不能であるため,偏りのない感情状

態をより客観的に区別できるプロセスを捉えることがで

きる可能性がある.したがって,行動データと比較し,生理

学的信号に基づく感情認識は信頼性と妥当性の面で根本

的な利点がある. 

そういったさまざまな生理学的信号を用いた感情認識

の研究の中でも,EEGデータに基づく手法は,EEGと中枢神

経系の神経生理学的活動との直接的な関連,高い時間分解

能と信頼性により,注目されている.さらに,センサー技術

の急速な進歩により,EEG データの収集はより実用的なも

のになりつつある.感情の測定方法として EEG が広く普

及し,研究者や一般消費者にとって利用しやすくなってい

ることを考慮し,本研究では EEG に基づく感情認識に焦

点を当てている.EEG に基づく感情認識に関する研究は数

多く行われているが,未解決の問題や疑問点が残っている.

例えば,認識される感情の種類,使用される電極の数,感情

認識の精度,感情の励起方法などである. 

感情の励起方法については,被験者に動画を鑑賞させる

方法が多く用いられている.しかしこの方法では,被験者に

よって結果の差異が大きく,確かに狙った感情を励起でき

ているかが課題となっている.もちろん人の感情には個人

差があり,それにより実験結果に差異があるのは自然なこ

とではあるのだが,外的要因による差異があることも考え

られる.そこで本研究では HMD を用いて,被験者間の環境

を一定にし,被験者の視界を制限することで,感情励起の変

化を調査することが目的である. 

 

2. 実験システム 

2.1 感情モデル 

 人間には多くの感情があり,感情によって特徴が異なり,

日常生活や仕事においても様々な表現形式がある.感情を

どのように分類するかは,感情の研究における問題である.

現在,一般的に使用されている感情次元は,図１に示すよう

に Russel[5]によって提案された２次元感情分類システム

である.そのため,本研究でもこれを使用する. 
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図 1: 円環的に配置された 8つの感情概念 

 

2.2 実験方法 

本研究では感情励起のための刺激である動画を見るた

めに, HMD と２D モニターの２通りの方法を用いて,この

変化を調査した.脳波計は EMOTIV EPOC X,HMDはOculus 

Meta Quest 3 を用いた. 

 まず,図 2 に示すように脳波計と HMD を装着した状態で

動画を視聴する際の脳波を取得した. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2: 脳波計 EMOTIV EPOC X,HMD は Oculus Meta 

Quest 3 を装着した被験者 

 

 被験者に提示された映像は合計８本あり,穏やか,恐怖,

幸せ,退屈の４つの感情を励起させた.その後,同様の測定

を脳波計と２D モニターでもする.このとき,見る動画によ

る条件の差異を無くすため,同じ感情を励起させる２つの

動画を,被験者ごとに方法を替え提示した. 

ここでは,取得したそれぞれのデータを先行研究[6,7]を

参考に,前処理としてノッチフィルタとハイパスフィルタ

を用い主電源と DC アーティファクトを除去した.その後,

データセット全体のサンプルレートを一致させるために,

データは 128 Hz にダウンサンプリングされ,共通の平均値

を参照し,2 秒間の非重複エポックにセグメント化された.

その後,エポックは,±100 V を超えるデータを含むセグメ

ントを除外することで,瞬目やその他の電気的アーティフ

ァクトを除去する自動アーティファクト除去処理が行わ

れた. 

次に,特徴抽出は非定常な信号である EEG に適している

ウェーブレット変換を用いる.そして,感情価および覚醒度

を反映する真実の自己報告データに基づく感情状態の分

類にかけた. 

 

2.3 評価方法 

２D モニターと HMD をそれぞれ使用し,分類した結果

から正解率,適合率,再現率,F 値を出力する.そして,それを

比較することで,２通りの方法の間の差異を調査する. 

 

3. おわりに 

本研究の目的は,脳波を用いた感情認識のために用いら

れる感情励起法について,HMDを使用し被験者を動画に集

中させ,感情励起の変化を調査することである.このため,

本稿では２D モニターと HMD のそれぞれを用いて,EEG

データを取得し,そのデータから感情認識し,結果を比較す

る手法を提案した.今後は,本実験方法を用いて実験するこ

ととした. 
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